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スポーツ・健康福祉研究部門

人間健康学部（設置申請中）

障害者・高齢者に対する健康福祉支援

インクルーシブ・スポーツモデルの構築

山﨑昌廣・河野喬・加地信幸・山西正記・房野真也・森木吾郎
（広島文化学園大学人間健康学部開設準備室）

人間健康学部の
教育・研究

スポーツ 福祉

アダプテッド・スポーツ
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用具を工夫する

ツインバケット
ボール

低いゴールも使用する

アダプテッド・スポーツ (Adapted Sport)

ツーバウンドでもいい

スポーツの用具やルールを，その人に合わせる (adapted) 
ことによって，障害のある人はもちろんのこと，幼児から高齢
者，体力の低い人であってもできるスポーツのこと。

車いす
テニス

ルールを工夫する

アダプテッド・スポーツ

障害者

障害者スポーツ

ルールや用具の工夫

Sports for Everyone

高齢者 低体力者など 健常者
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インクルーシブ・スポーツ

ルールや用具の工夫

Sports for Everyone

高齢者 低体力者など 健常者障害者

平成28年度の研究

高齢者のインクルーシブ・スポーツ実施
が身体的・精神的健康に及ぼす影響

高齢者に対する運動支援の必要性の
調査

平成29年度
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参加者は10名，平均年齢（64.4歳）

平成28年度の研究

高齢者のインクルーシブ・スポーツ実施
が身体的・精神的健康に及ぼす影響

公開講座を利用した研究目的

（１）公開講座の前後における健康指標の変化

測定項目
文部科学省新体力測定
SF-36（健康関連QOL）

4



外部評価委員会 平成２８年度事業報告
スポーツ・健康福祉研究部門

公開講座を利用した研究目的

（２）インクルーシブ・スポーツの心理的・生理的影響

測定項目
唾液アミラーゼ （ストレス尺度）
POMS (Profile of Mood States; 気分調査）

受講生 ＋ 明るく元気な学生
（インクルーシブ・スポーツ）

受講生

ＶＳ

健康学講座前後におけるSF-36の得点

向上
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健康学講座前後における新体力テスト総合得点
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インクルーシブ・スポーツの効果
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インクルーシブ・スポーツ実施前後の気分得点
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*

平成28年度のまとめ

高齢者に対する、
インクルーシブ・スポーツの効果が期待できる?

課題
インクルーシブ・スポーツ種目
被験者数・参加者
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平成29年度の研究

１．呉市在住の中・高齢者に対するアンケート調査
目的：
身体活動の実施・希望状況を調査
生活の質と日常生活活動の関係

呉市の協力のもと、約1000名を対象

平成29年度の研究

２．重度障害児へのインクルーシブ・スポーツ実施
目的：
インクルーシブ・スポーツの生理・心理的効果
インクルーシブ・スポーツ支援者養成

HBG重度・重複障害児スポ・レク活動教室
『はなまるキッズ」
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動作変化

心理変化

視線変化

心拍変化

毎月第4土曜日

平成29年度の研究

３．坂町・呉市在住高齢者を対象とした公開講座
目的：
車椅子バスケットボールの生理・心理効果
インクルーシブ・スポーツ支援者養成

10月16日（月）から５週にわたり開催
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眼球運動
（アイトラッカー）
体動変化

心拍数(Polar)
自律神経変化

（パルスアナライザー）

健康関連QOL
気分調査(POMS)

身体運動量
(Actical)

自律神経変化
（唾液ｱﾐﾗｰｾﾞモニター）

インクルーシブ・スポーツ健康支援システム

重度重複障害者

生理的反応測定

高齢者の健康改善システム

行動量測定

心理的調査

生理的反応測定

重度重複障害者活動支援

高齢者健康支援

高齢者健康支援

行動変化測定

サポーター養成

インクルーシブ・
スポーツ実施

重度重複障害者の身体活動
改善システム

インクルーシブ・スポーツ健康支援システムは、高齢者の健康改善及び重度重複障害者
の身体活動改善システムから構成されている。インクルーシブ・スポーツを実施することに
より、高齢者では健康の維持増進、重度重複障害者では身体活動活性化を目指す。

今後の予定
平成29年度

障害者・高齢者イ
ンクルーシブ・ス
ポーツの実施

スポーツプログラム構築
支援サポータ養成

呉・坂地域の
高齢者・障害者支援

平成29年度
高齢者のQOL及
びADLの調査

平成30年度

高齢者インクルー
シブ・スポーツプ
ログラムの提案

平成32年度

インクルーシブ・
スポーツプログラ

ムの検証

平成28年度

インクルーシブ・
スポーツの効果

平成31年度

障害者インクルー
シブ・スポーツプ
ログラムの提案

平成32年度

インクルーシブ・ス
ポーツサポーター養
成プログラムの検証
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